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新年のごあいさ
　　　　　　　　　　　　　　　　所長中　川

つ
龍　一

　新年おめでとうございます。

　昨年，当研究所は創立30周年を迎えることがで

きました。これを記念いたしまして研究講演会，

式典，出版といった各種の記念事業を行い，いず

れに対しても大変高い評価をいただくことができ

ました。これもひとえに関係各位のご指導のお蔭

と心から御礼申しあげます。30年問にわたって当

研究所にお寄せいただきましたご厚情に背くこと

なく、所員一同気持を新たにして次の一歩を踏み

出すつもりでおります。今後共変らぬご指導を賜

わりますようお願い申しあげます。

　さて，当研究所は現在長期計画の改訂作業を続

けております。この中で，我が国が今後推進すべ

き材料科学技術研究において，当研究所が果すべ

き役割を検討して参りました。最近の各種先端科

学技術の発展にとって，材料がその成否の鍵を握

っていることはいうまでもありません。そして材

料研究開発をより一層合理的に，効率的に進めて

いくことは，各界から強く求められております。

　このような材料科学技術研究の動向の中で，当研

究所は研究開発の中枢的研究機関となることを目

指しております。すなわち，我が国の科学技術行

政を司る科学技術庁に属する研究所として，国が

推進するプロジェクトはもちろん，民問や大学に

おける研究開発も含め，金属材料にかかわる研究

効率を国全体として最大隈に高められるようにす

るための中核的存在として，研究体制を整備しよ

うとするものであります。

　咋年閣議決定された科学技術政策大綱の中で最

重点分野の一つとして挙げられ，又これを受けて

科学技術会議諮問第14号が出されるという事情に

も示されておりますように，材料科学技術研究開

発は国家的な急務であり，これの強力な推進に大

きな期待が寄せられております。当研究所は，上

に述べましたような立場を通じて各界からの期待

に応えるべく，所貝一同全力を尽す所存でござい

ます。重ねて，皆様の御指導・御鞭捷を賜わりま

すようお願い申し上げます。
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VAMAS運営委員会当研究所で開催
国際研究協力発展のスプリンクボード VへMAS

　新材料に係わる画期的な多国間国際共同研究プ

ロジェクトが軌道に乗り，今，大きく展開されよ

うとしている。その名は「VAMAS」（Versai1les

Project　on　Advanced　Materials　and　Standards：

新材料及び標準に関するベルサイユプロジェクト）。

そして，その第6回運営委員会が昭和61年11月10

日から3日問，当研究所で開催された。

　このプロジェクトは昭和57年にベルサイユで開

かれた先進国首脳経済サミットで設けられた科学

技術，成長及び雇用に関する諸提案を作成するた

めの作業部会（TGE部会）によりとつ上げられ，

次の年のウィリアムズバーグサミットで承認された

科学技術協カプロジェクトの一つである。このプ

ロジェクトは新材料に係わる使用基準および材料仕

様の設定に必要な技術的べ一スを確立し，かつ国

際的に調整されたものとするための研究開発協力

を行い，新材料の実用化を国際的に促進すること

を目的としている。参加国は，日，英，米，仏，

西独，加，およびE　C委員会である。このたび，

VAMASの今後の協力を約して各国の科学技術大

臣（級）の政府代表者が覚書に署名し，かつ運営

委員会においてVAMASの運営規定が合意され，

本格的な活動期に入った。

　わが国においては当研究所がいち速くその重要性

を認識し，計画の準備を行った専門家金合および，

発足してからの運営委員会に委員（津谷和男，内

山郁，現在，金尾正雄）を送つ，運営に深く参画

して来た。最近では科学技術庁研究開発局材料開

発推進室長（現在，服部幹雄）と工業技術院標準

部材料規格課長（現在，笹谷勇）が運営委員に加

わった。

　そして，国内の関係機関の協力のもと」に組織的

にVAMASの研究活動を行うため，科学技術振興

調整費研究課題として，「新材料の試験評価技術

に関する国際共同研究」が設定され，国内の体制

が整った。

　VAMASは各国3名以内の代表による運営委員

会により運営されている。年1回以上開催され，

技術作業部会の選定，進捗状況の検討などを行う。

ぜ
｛

左Lyle　Sohw趾z議長，右当研究所金尾科学研究官

現在の議長は米国国立標準局材料研究所長のLyle

Schwarz博士である。共同研究を行う技術作業部

会（TWG）として，磨耗試験評価技術（リード国，

西独），表面化学分析試験評価技術（米），高分子混

合材料（加），エンジニアリングセラミックス（仏），

高分子複合材料（仏），生体材料（伊），超電導・極

低温構造材料（日），溶接特性（米），溶融塩腐食

（英），材料データバンク（米，CEC），高分子材料

の効率的試験法（英），高温での機械的性質の試験

評価技術（英）の12部会がおかれている。

　当研究所は太刀川筑波支所長を超電導・極低温

構造材料のTWG議長として送っているほか，溶

接特性，溶融塩腐食，材料データバンクの日本側

代表をつとめ，表面化学分析，高温の機械的性質

のTWG’にも参加している。

　今回，当研究所で開かれた運営委員会はわが国

では初めての会合であったが，すべてが完全に運

営されたとの称賛をえた。また，各TWGの日本

側関係者がオブザーバーとして参加し，討議を実

り多いものとしたこと，当研究所主催のレセプシ

ョンにおける懇談，当研究所の視察，筑波学園都

市へのツアーなどを通じて，我が国の研究能力の

高さ，組織力，VAMASに対する体制の充実ぶり

など，各国委員に強い印象を与え得た。

　当研究所はこれまでも研究の国際協力に対して

積極的な対応を行っている。今回の会議などを通

じ，かつてない規模の国際共同材料プロジェクト

であるVAMASにおいて大きな役割りを担ったこ

とは，今後の国際協力の場における当研究所の活

動の飛躍的発展の先駆けとして意義深い。



計算金属学の現状と展望
金属材料開発の新しいアプローチ

　金属は多数の原子核と電子とから構成されてい

るが，電子の一部は金属中を動き回っていて，そ

の運動の様子が金属のもついろいろな性質を決め

ている竈最近の理論の発達とスーパーコンピュー

タをはじめとする電子計算機の飛躍的進歩によっ

て、これら電子の運動状態を直接蕎十算することに

より，金属の性質を高い精度で予1員1jしたり，また

その性質が発現する機構をミクロな槻点から理解

することが可能となってきた竈これらの手法の金

属材料研究への応用がすでに始められており，

計算金属学と呼ばれる新しい分野が急逮に発達し

つつある。

　当研究所では，含金や金属閥化含物の結晶構造

と相の安定性の闘題にこの手法を応用しており，

さらに非平衡槻や準安定相の予渕への拡張を試み

ている。その一例として，金属閲化含物M3Alの

相の安定性の闘題に対する全エネルギー計算の結

果を示す。全エネルギーとは，系の原子核間，電

子闘および原子核一電子間に働くすべての相互作

用エネルギーと電子の運動エネルギーを加え含わせ

たもので，全エネルギーが最小となる原子核・電

子配置が系の安定状態（絶対零度での平衡楯）と

なる。

　図はNi3A1の4つの異なる原子配置（緒晶構造）

に対して体積を変化させて喬十算した全エネルギー

である。この計算での入力情報は，他の実験デー

タは全く必要とせず構成元素の原子番号だけであ

る。計算された金エネルギーは，仮定した4つの

原子配置の内でL12構造と呼ばれる現実に存在す

る相が最も低く安定であつ，その最小値に対応し

た平衡体積も実験値とよく一致する。また，この

全エネルギー計算からわかる重要なことは，現実

に観測不可能な安定でない梱が安定な稲に比べて，

どの程度エネルギー的に高い位置にあるのかを知

ることができることである。図において，体心立

方格子（b㏄）を基とするD03構造が面心立方格子

（f㏄）を基とする安定なL12構造のすぐ近くにあ

ることは，Ni－A1含金の状態図にM3Al（γ’）より

AIの高濃度側でb㏄を塞としたβ相が現われるこ

とを反映している。

　以上の結果からわかるように，純理論的な（つ

まり実験データをまったく使わないで）蓄十算によ

って平徽犬態図を理解し，さらに予側したりする

ことが可能になってきた。

　しかしながら，上で述べた討算金属学の手法を

より複雑な相を含む含金系に応用することは，た

いへん難しく，実際の状態図を予測するためには

上剛列に含められていなかった温度の効果も正し

く考慮する必要がある。

　現在当研究所では，複雑な系への応用の遺を探

るとともに，原子核の運動についても計算の畔1に

組み入れ，拡敬のように金属申を原子が運動する

現象や物質の含成過程を，コンピュータ・シミュ

レーションする試みを行っている血

　近い将来，この方面の研究が金属材料開発にお

いて，欠くことのできない手法となることが期待

される。
　徽胞当i〕の
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L12，D03，D022，DO1gなどの記号は，結晶構造の表示

法でその緒晶の対称性を基として示したものである。



高温高圧水中の疲れき裂の直接観察
高圧容器の中の疲れ試験を眼で見る

　軽水型原子炉の主要構造物である圧力容器は，

高温，高圧に曝され，しかも起動，停止による熱

応力を受ける。そこで安全性確保のため材料の

健全性の評価は最も重要な課題となっている。

　当研究所では，軽水炉冷却材環境を模擬した高

温高圧水中で，構造材料の微小な欠陥から割れが

進展する現象についての研究を現在精力的に行っ

ている。高温高圧水中で疲れき裂伝ぱ試験を行う

場合，最も重要な問題は試験片のき裂の長さの測

定である。

　試験はオートクレーブと呼ばれる高圧容器の中

に試験片を封入して行うため，大気中の試験で普

通行われる顕微鏡による直接観察は不可能である。

そこで試験片のき裂の開き具合から問接的にき裂

長さを推定する方法が広く用いられているほか，

電気抵抗の変化や試験後の破面の模様から判断す

閉　　　・々・・磁よ斗、．，、．一

Nヨl050；
’岬・・」・

る方法などが用いられている。しかし，これらの．

方法は平均的なき裂伝ぱの様子を与えるものであ

り，嵩温水中の直接観察との対比が注目されてい

る。

　当研究所ではさきに，高温高圧水中の疲れ試験

片を光学的に直接観察できる装置を開発した（金

材技研ニュース，Nα10．1984）。本装置は長焦点顕

微鏡，撮影系および制御系からなり，長時間の自

動無人観察が可能である凸またオートクレーブの

観察用窓の耐圧ガラスおよび試験片までの光の通

路に，耐食・耐熱性にすぐれかつ均質な大型の単

結晶サファイアを用いているのが特徴である。

　写真は沸騰水型炉（BWR）の冷却材環境を模

擬した288℃，80気圧の水中で圧力容器用鋼の疲れ

き．裂を撮影したもので，くり返し数の増加ととも

にき裂が伝ぱしていく様子が認められる。図は室

温から288℃までの温度範囲で得られた実験結果

をもとにき裂長さとくり返し数の関係を求めたも

のである。また図中の実線は比較のため問接的な

方法で求めた結果である。図より両方法による測

定結果の傾向が比較的よく一致していることがわ

かる。現在，これらの結果について破面解析など

の結果も含めた総合的な検討を進めている。
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スポヅトニュ’ス

　　　　　コンピュータ画像処理を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期性の強い成分の順に赤，緑，青て色表示する
　　　　　応用した疲れ破面の解析　　　　　、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よっになっている（下図）。

　疲れ破壊では，破損の進行過程が，規貝1」的な

問隔をもつ細かい凹凸のしま模様（ストライエ

ーション）として破断面に残る。ストライエー

ションの方向やくり返しの周期性などは，航空

機などの事故解析に有力な手掛かりを与える。破

断面を観察した電子顕微鏡写真に2次元フーリ

エ解析を応用したコンピュータ画像処理を行う

方法を開発した。破断面の電子顕微鏡像（上図）

をコンピュータで処理し，ストライエーション

の方向とそのくリ返しの周期性を計測して，周

　睡
　ミo．室　　　　1　　㌻　　　　　一　　～

　ミo．6　　　　　一・■一　　　　　　　　，一一

　　一10　　　　　　一帥　　　　　　　　o　　　　　　　筥o　　　　　　　1o

　　　　　　　　　皿　o珪〕

図　マルエージ鋼の疲労破面のコンピュータ画像解析

　　溶射中に皮膜積層過程を観測

　　できる光学式変位計を開発

　溶射は，金属，セラミックス，サーメットな

ど広い範囲の材料の比較的厚いコーティングを

大面積に形成できる特長を持っており，耐摩耗，

断熱，防食など様々な用途に応用が急速に広が

っている。

　当研究所では、溶射中の試料表面の変位を連

続的に測定できる高精度の光学式変位計を開発

し，皮膜積層過程のその場計損11に成功した。測

定の原理は，試料表面の一点にレーザ光を照射

して輝点を発生させ，皮膜積層による輝点の位置

の移動状態を望遠鏡で拡大し，イメージセンサ

で検出するものである。この方法によって溶射

中の膜厚測定が可能となった。ただし，溶射時

の試料表面は皮膜厚さの増加以外に，皮膜の内

部応力や熱膨張などによっても若干変位するの

で，確度の高い膜厚測定を行うためには，溶

射面の変位から溶射されない面の変位を差し引

く差動方式を必要とする場合もあることがわかっ

た。こうした計測技術の開発は，従来適切な方

法がなかった溶射皮膜の膜厚制御を可能にする

ものであり，皮膜特性の信頼性向上，工程の自

動化などの点で有用と考えられる。

　　　触媒設計のための微粒子

　　　データベース

　金属系の微粒子が期待されている分野として

触媒がある。これまでに公表されている内外の

文献から，微粒子触媒関係としては最もデータ

が豊富な粒径効果を中心とした微粒子のデータ

ベース（Hydd－Parc）を作成した。一般に微粒

子は粒径が小さくなるほど，その特異性が発現

されると考えられている。表はこのデータベ

ースの利用例で，触媒としての単位表面積あた

つの活性の大きさ（比活性）に及ぼす各種金属微

粒子の効果をみたものである。ここで正のサイ

ズ効果とは粒径が小

さくなるほど，上ヒ活

性が増大する傾向を

意昧している。

　この微粒子データ

ベースは，新しいシ

ーズ探索を目指して，

当研究所が推進して

いるハイブリッド化

構造材料技術研究の

一環である。

表　微粒子金属の比活性度

　　に及ぽす粒径の効果

報告データ 正のサイズ効果
D／N P／D

Pt 33％ Co 1OO％
Pd 15 Ni 42

Rh 1O Ir 40

Ru 7 Pt 36
Ni 7 Ru 25
Ir 5 Rh 24
Fe 4 Pd 8
Co 2 Fe O

N：収集されたデータ数
D：各元素比活性に関するデータ数

P：正のサイズ効果をもったデータ数



目韓研究協カ「連続製鋼プロセスの開発」に調印
ギ　　　　蓼＝’1　　　　　∵1．　　　　日本と韓国との間の科学技術の分野における協力（昭

　　　　　　　　　　　　　　　　　　和60年12月20日締結）に基づき，金属材料技術研究所と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　韓国科学技術院は，去る12月6日，科学技術庁におい

日韓研究協力実施取決め調印式（於：科学技術庁）

て，「連続製鋼プロセスの開発」に関する実施取決めに

調印した。

　これは，昭和59年7月にソウルで開催された第6回日

韓科学技術大臣会議において韓剛則から提案されたも

のである。

　本研究協力は，当研究所が開発した連続製鋼法に関

し，向こう5年間日韓双方がそれぞれ分担して研究を

進め，研究者交流及び情報交換を行うものである。

金属材料技術研究所初代所長橋本宇一儀ご逝去
　当研究所初代所長・橋本宇一先生は，昭和61年11月

29日午後9時58分，呼吸不全のため逝去され，12月19

日青山葬儀所にて追悼告別式が行われました。

　ここに謹んで哀悼の意を表します。

　橋本先生は明治30年7月4日東京都渋谷にお生れに

なり、東京高等工業学校（現東京工業大学）をご卒業。

マックス・プランク研究所留学の後，特に懇望され，

終戦直後の昭和20年8月旧制多賀工業専門学校（現茨

城大学）校長に38歳の若さで就任され，さらに，昭和

24年12月東京都工業奨励館（現都立工業技術センター〕

館長に就任され，戦後の混乱期にあった両者を立て直

すなど，希有の才能と溢れるような情熱を併せ持った

方でレた。

　昭和31年7月1日発足した，当研究所の初代所長に

就任されてからは，ようやく停滞期を脱し，成長・発

展期にさしかかった当時の我が国金属材料界を牽引す

べく，　「材料の生れから成品まで」一貫した研究体制

作りに精力的な活躍をなされました。その問，当研究

所職員一同を厳しく御指導下さいましたが，心底には

慈父のごとき温かさを常にやどしておられました。

　「充分な基礎研究を行わない応用研究は砂上の楼閤に

等しい」。先生がよく口にしていたお言葉は30年後の現

在も生き続けております。

　退官後も客員として後進の指導に当られるかたわら，

工学院大学理事長，各種学会会長を歴任され，勲二等

旭日重光章，ドイツ国功労勲章大功労十字章，フラン

ス国レジオン・ドヌール勲章を受けられ，また各種学

会賞を受けられるなど，国内外で超人的な御活躍をな

しとげられました。

　89歳の天寿を全うされたとはいえ、先生のご他界は，

当研究所のみならず，広く学会，産業界にとってもま

ことに痛恨の極みであります。心から哀悼の意を表し，

ご冥福をお祈りいたします。

◆短　信◆

●海外出張

　竹内　孝夫 極低温機器材料研究グループ

第4研究グループ研究員

　「超流動ヘリウム中における高磁界超電導線材の特

性研究」のため，昭和61年12月1日から昭和62年7月
31日までフランスヘ出張した。
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